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一　

は
じ
め
に

わ
が
国
の
社
会
は
少
子
・
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
価
値
観
の

多
様
化
の
中
で
多
種
多
様
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
子
育

て
・
介
護
・
教
育
・
防
犯
・
防
災
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
こ

れ
ら
を
政
府
・
行
政
の
力
だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難

と
な
っ
て
い
る
。
地
域
課
題
に
対
し
て
き
め
細
か
に
、
ま
た
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
対
応
を
し
て
い
く
た
め
に
も
「
学
び
合
い
」「
分
か

ち
合
い
」「
助
け
合
い
」
の
精
神
に
根
ざ
し
た
行
政
、住
民
、自
治
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
学
校
、
企
業
な
ど
各
主
体
の
主
体
的

な
活
動
・
行
動
が
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域
社
会
の
一
員
で
あ

る
大
学
・
学
生
も
知
的
・
人
的
・
物
的
資
源
を
活
用
し
、
参
加
・
参

画
す
る
こ
と
が
あ
ら
た
な
支
え
あ
い
社
会
の
構
築
に
と
っ
て
重
要
と

考
え
る
。

平
成
一
七
年
一
月
の
中
央
教
育
審
議
会
「
我
が
国
の
高
等
教
育
の

将
来
像
」（
答
申
）
に
お
い
て
は
大
学
の
機
能
別
分
化
の
分
類
の
一

つ
と
し
て
「
社
会
貢
献
機
能
（
地
域
貢
献
、
産
学
官
連
携
、
国
際
交

地
域
・
大
学
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
社
会
貢
献
教
育
の
展
開

～ 
あ
ら
た
な
支
え
あ
い
社
会
の
構
築
と
学
生
力
の
役
割 

～
小 

抜 　

隆

（
東
北
福
祉
大
学　

特
任
講
師
）

小 

松　

 

洋 

吉

（
東
北
福
祉
大
学　

教
授
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長
）

●
事
　
例
●
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流
等
）」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
平
成
一
八
年
一
二
月
の
教

育
基
本
法
の
改
正
や
平
成
一
九
年
六
月
の
学
校
教
育
法
の
改
正
に
お

い
て
は
教
育
研
究
の
成
果
を
広
く
社
会
へ
提
供
す
る
こ
と
が
新
た
に

う
た
わ
れ
る
な
ど
、
社
会
の
発
展
の
た
め
に
大
学
が
寄
与
す
る
こ
と

は
社
会
的
要
請
で
も
あ
る
。

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
『
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
す
る
調
査
報
告
書
』（
平
成
九
年
度
に
旧
財
団
法
人
内
外
学
生

セ
ン
タ
ー
が
行
っ
た「
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
調
査
」

の
経
年
調
査
と
し
て
平
成
一
七
年
度
に
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支

援
機
構
が
実
施
）
に
よ
れ
ば
六
五
％
の
学
生
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

経
験
が
「
あ
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、
平
成
九
年
度
の
調
査
と
比
較

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
の
あ
る
学
生
は
二
四
・
五
ポ
イ
ン
ト
増
加

し
、
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
と

い
う
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
平
成
二
〇
年
四
月
に
本
学
学
生

二
七
七
七
名
に
対
し
て
行
っ
た
調
査
に
お
い
て
は
九
六
％
の
学
生
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
か
ら
も
、
学
生
個
々
人
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

し
た
い
と
い
う
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
学
生
の

意
欲
は
社
会
資
源
そ
の
も
の
で
あ
り
、
市
民
社
会
の
一
員
と
し
て
の

「
学
生
力
」
に
十
分
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

こ
こ
で
は
本
学
が
全
学
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
・
大
学

間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
中
心
と
し
た
社
会

貢
献
教
育
の
展
開
に
つ
い
て
述
べ
る
。

二　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
立
経
緯

本
学
は
「
行
学
一
如
」
を
建
学
の
精
神
と
し
、
福
祉
社
会
を
担
う

人
材
を
育
成
し
て
い
る
。
そ
の
教
育
方
針
と
し
て
「
自
立
・
自
律
し

た
市
民
の
育
成
」
を
掲
げ
、
地
域
社
会
と
の
協
働
に
よ
る
社
会
参
画

型
学
習
を
推
進
し
て
い
る
。
特
に
自
発
的
か
つ
多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
「
市
民
力
」
や
「
生
き
る
力
」
を
育
み
地
域
社
会
に
直
接

ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
実
学
学
習
と
し
て
有
効
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
考
え
に
基
づ
き
本
学
で
は
、
学
生
及
び
地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
支
援
、
大
学
と
し
て
の
地
域
貢
献
を
目
的
と
し
平
成
一
〇
年

四
月
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
た
。

き
っ
か
け
は
平
成
七
年
一
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
さ
か
の
ぼ

る
。
本
学
に
お
い
て
は
震
災
直
後
に
学
生
有
志
が
中
心
と
な
り
、
直

ち
に
「
東
北
福
祉
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
」
を
結
成
。
メ
ン
バ
ー
は

い
ち
早
く
被
災
地
に
駆
け
つ
け
、
専
門
的
知
識
・
技
術
を
発
揮
し
、

子
ど
も
た
ち
の
保
育
や
高
齢
者
介
護
・
心
の
ケ
ア
な
ど
精
力
的
な
活

動
を
展
開
し
た
。
活
動
は
復
興
の
兆
し
が
見
え
始
め
た
七
月
ま
で
継

続
さ
れ
た
。
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こ
の
よ
う
な
学
生
の
思
い
や
気
持
ち
、
意
欲
を
受
け
と
め
、
よ
り

よ
い
「
出
会
い
」
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
の

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。

三　

�

全
学
あ
げ
て
の
組
織
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
学
習

の
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
学
生
教
育
お
よ
び
課
外
活
動
の
支
援

機
関
で
あ
り
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
規
程
」
に
則
り
、
業
務

が
遂
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
学
科
長
や
各

部
局
長
な
ど
大
学
の
役
職
に
あ
る
教
員
な
ど
一
九
名
に
て
構
成
さ
れ

て
い
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
」
が
あ
り
、
全
学
的
組
織
体
制
で

教
育
活
動
や
地
域
貢
献
に
関
す
る
事
項
を
審
議
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
で
は
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
「
生
き
る
力
」
を
有
し

た
自
立
・
自
律
し
た
人
材
の
育
成
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
創
意
工
夫

を
発
揮
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
に
よ
る
「
地
域
づ
く
り
」

を
支
援
す
る
た
め
に
、
①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
、
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
担
い
手
の
育
成
、
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
支
援
機
能
・
体
制
の
充
実
の
三
つ
の
基
本
目
標
を
も
と
に
活

動
し
て
い
る
。

（
１
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
に
関
す
る
情
報
収
集
提
供
及
び
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
県
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域

活
動
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
は
地
域
社
会

に
対
し
て
常
に
開
か
れ
て
お
り
、
掲
示
板
、
フ
ァ
イ
ル
の
ほ
か
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム
等
の
マ
ル
チ
チ

ャ
ン
ネ
ル
で
情
報
発
信
し
て
い
る
。

平
成
一
五
年
度
に
は
、
仙
台
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
「
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
協
約
」
を
締
結
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
共
有
化
や
福

祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
担
う
人
材
育
成
、
地
域
福
祉
推
進
事
業
等
を

協
働
で
推
進
し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
に
直
接
寄
せ
ら
れ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
依
頼
は
年
間
約
五
〇
〇
件
と
な
っ
て
お
り
、福
祉
施
設
や
学
校
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
団
体
か
ら
の
依
頼
だ
け
で
な
く
、託
児
や
在
宅
高
齢
者
・

障
害
児
の
見
守
り
な
ど
個
人
依
頼
も
紹
介
し
て
い
る
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
は
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
は
毎
年
一
〇
〇
〇
名
を
超
え
る

学
生
・
地
域
住
民
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

②
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
公
開
講
座
の
開
催

地
域
住
民
や
活
動
家
、
有
識
者
、
学
生
な
ど
が
現
代
的
な
課
題
に
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つ
い
て
、
相
互
に
意
見
・
情
報
を
交
換
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
公
開
講

座
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
テ
ー
マ
は
「
地
域
に
お
け
る
子

育
て
支
援
」「『
い
の
ち
』
を
考
え
る
」「
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

地
域
減
災
を
考
え
る
」
等
で
あ
る
。

（
２
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
担
い
手
の
育
成

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
授
業
科
目

本
学
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
科
目
を
七
科
目
（
一
〇

単
位
）
開
講
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
礎
理
論

に
つ
い
て
学
ぶ
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
論
」（
二
単
位
）、
種
々
の
実
践
か

ら
学
ぶ
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
論
」（
二
単
位
）、
国
際
協
力
に
つ
い

て
学
ぶ
「
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
論
」（
二
単
位
）、
学
生
の
自
主

的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
単
位
と
し
て
認
め
る
「
福
祉
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
Ⅰ･

Ⅱ･

Ⅲ･

Ⅳ
」（
各
学
年
一
単
位
）
で
あ
る
。「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
論
」
は
、
文
部
科
学
省
に
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
に
よ
る
二
一
世
紀
型
市

民
の
育
成
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
平

成
一
八
年
度
に
新
た
に
開
講
し
た
科
目
で
あ
り
、
学
生
に
限
定
す
る

こ
と
な
く
、
広
く
市
民
と
の
相
互
学
習
を
推
進
す
る
た
め
に
社
会
人

聴
講
生
へ
も
開
か
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
初
年
次
教
育
と
し
て
開
講
さ
れ
て
い
る
「
人
間
基
礎

論
」
や
各
種
ガ
イ
ダ
ン

ス
に
お
い
て
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
に

つ
い
て
学
び
を
深
め
る

時
間
を
設
け
て
い
る
。

②
創
造
型
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成

現
代
的
課
題
解
決
を

担
う
人
材
育
成
を
図
る

た
め
に
「
地
域
安
心
安

全
」「
救
命
」「
食
育
」

な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
の
講
座
を
開
講
し
て

い
る
。
受
講
生
を
中
心

に
サ
ー
ク
ル
を
組
織
し
、

継
続
的
に
学
習
・
活
動

で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
る
。

③
地
域
社
会
へ
の
出
前

食育ボランティア講座（ヘルスサポー
ター養成講座）の様子

宮城県警察や町内会と地域安全安心活
動を行う学生サークル「Team�Zero」
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講
座
等

本
学
に
は
六
〇
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
系
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、

小
・
中
学
校
に
お
け
る
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
や
市
民
セ
ン
タ

ー
主
催
講
座
に
お
け
る
「
キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
ィ
体
験
」
や
「
災
害
時

非
常
食
炊
き
出
し
体
験
」
等
の
出
前
講
座
を
セ
ン
タ
ー
で
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
学
で
は
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
、
学
生
が
児

童
・
生
徒
の
学

校
生
活
の
支
援

や
不
登
校
の
子

ど
も
た
ち
の
対

応
に
関
す
る
こ

と
等
を
連
携
・

協
力
し
て
行
う

こ
と
を
謳
っ
た

「
連
携
協
力
に

関
す
る
覚
書
」

を
平
成
一
五
年

度
に
仙
台
市
教

育
委
員
会
と
締

結
し
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
の
学
習
や
部
活
動
の
指
導
、
行
事
支
援
等
を
行
っ
て
い

る
。

�（
３
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
機
能
・
体
制
の
充
実

①
地
域
社
会
と
の
連
携
・
協
力
体
制
の
強
化

地
域
社
会
と
連
携
・
協
働
し
た
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
行
政
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
、
大
学
、

町
内
会
な
ど
三
一
団
体
と
「
覚
書
」「
協
約
」「
協
定
」
を
締
結
す
る

な
ど
し
、
有
機
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
っ
て
い
る
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
わ
る
人
材
育
成
や
情
報
の
共
有
、
災
害
救
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
社
会
の
構
築
に
関
す
る
調

査
・
研
究
・
開
発
な
ど
の
事
業
を
協
働
で
進
め
て
お
り
、
連
携
講
座

も
毎
年
一
〇
回
程
度
開
催
し
て
い
る
。

産
学
官
民
に
よ
る
具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、
文
部
科
学
省
「
生

涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
支
援
事
業
」（
平
成
一
六
年
度
）
を
契

機
と
し
て
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
減
災
」
を
担
う
人
材
育
成

や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
、
文
部
科
学
省
「
学
び
あ
い
、
支
え
あ
い
」

地
域
活
性
化
推
進
事
業
（
平
成
一
九
年
度
）
と
し
て
行
っ
た
「
団
塊

世
代
」
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
を
応
援
す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
や
講

座
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
先
や
地
域
ニ
ー
ズ
に
添
っ
た
取
組
を

町内会と連携し救命について学びあう救命サークル
「FAST」
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展
開
で
き
る
よ
う
受
入
先
情
報
交
換
会
を
定
期
的
に
開
催
し
た
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
成

一
八
年
一
一
月
に
は
学
生
と
市
民
と
の
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
交
流

の
き
っ
か
け
の
場
と
し
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
フ
ェ
」
を
開
設
し
て

い
る
。

②
「
東
北
福
祉
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
り
が
と
う
祭
」
の
開
催

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
す
る

人
、
受
入
先
、

地
域
社
会
な
ど

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
関
わ
る

人
た
ち
が
お
互

い
の
活
動
を
た

た
え
あ
い
、
一

層
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
文
化
の
振

興
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て

「
東
北
福
祉
大

学
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
あ
り
が
と
う
祭
」
を
開
催
し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
報
告

や
日
頃
の
感
謝
の
意
を
「
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
し
て
表
現

す
る
機
会
を
創
出
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
魅
力
や
可
能
性
を
発

信
・
共
有
し
た
り
、
相
互
に
励
ま
し
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、

支
え
あ
い
社
会
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

な
お
、
本
取
組
に
よ
り
学
生
の
活
動
の
専
門
性
や
貢
献
度
が
高
ま

り
、
平
成
一
九
年
度
に
財
団
法
人
あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会
「
あ

し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞
『
振
興
奨
励
賞
』」
を
受
賞

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
成
二
一
年
度
に
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労

者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
て
い
る
。

四　

�

大
学
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る�

「
社
会
貢
献
活
動
支
援
士
」
の
育
成

社
会
が
変
化
す
る
な
か
で
二
一
世
紀
の
社
会
づ
く
り
、国
づ
く
り
、

ひ
い
て
は
世
界
平
和
の
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
の
社
会
貢
献
活
動
が

重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

本
学
で
は
こ
れ
ま
で
関
係
機
関
・
団
体
、
地
域
社
会
と
の
協
働
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
中
心
と
し
た
社
会
貢
献
教
育
を
推
進
し

て
き
た
が
、
今
般
、
文
部
科
学
省
「
大
学
教
育
充
実
の
た
め
の
戦
略

的
大
学
連
携
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
お
い
て
「
防
災
・
減
災
・
ボ
ラ

学生・市民の出会いの場「ボランティアカフェ」
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ン
テ
ィ
ア
を
中
心
と
し
た
社
会
貢
献
教
育
の
展
開
」が
選
定
さ
れ
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
本
学
と
大
学
間
相
互
支
援
協
定
を
締
結
し

て
い
る
神
戸
学
院
大
学
（
神
戸
）
と
工
学
院
大
学
（
東
京
）
と
の
三

大
学
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
特
色
、
強
み
を
活
か
し
つ
つ
、

文
系
と
理
系
の
融
合
に
よ
り
防
災
・
減
災
や
社
会
環
境
及
び
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
す
る
高
度
か
つ
実
践
的
教
育
の
た
め
に
専
門
教
育
課
程

と
し
て
の
「
学
び
合
い
」、
課
外
活
動
と
し
て
の
「
分
か
ち
合
い
」、

災
害
時
に
備
え
た
実
践
訓
練
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の

「
助
け
合
い
」
を
展
開
し
、
学
生
の
学
士
力
向
上
及
び
各
大
学
の
活

性
化
、
危
機
管
理
力
向
上
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、「
社
会
貢
献
活
動
支
援
士
」
の
資
格
制
度
の
立
ち

上
げ
、
遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
社
会
貢
献
に
関
す
る
専
門

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
、
共
同
テ
キ
ス
ト
・
教
材
の
開
発
、
全
国

展
開
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
を
通
じ
て
、
安

心
・
安
全
・
快
適
な
地
域
づ
く
り
（
地
域
貢
献
）
を
担
う
こ
と
が
で

き
る
人
材
を
育
成
し
て
い
く
。

む
す
び

本
学
で
は
「
で
き
る
こ
と
を
で
き
る
だ
け
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
に
た
い
し
て
無
理
が
な
い
範
囲
で
活
動

に
参
加
し
て
み
よ
う
と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
る
。

社
会
で
生
き
る
力
を
育
み
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
な
り
の
一
歩
を

踏
み
出
そ
う
と
す
る
気
持
ち
や
行
動
に
共
感
し
、
そ
の
実
現
に
向
け

社
会
全
体
で
応
援
し
て
い
く
仕
組
み
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が

豊
か
な
支
え
あ
い
社
会
の
土
壌
と
も
い
う
べ
き
「
共
感
社
会
」
の
構

築
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。


